
どんな研究 どこが凄い 目指す未来

関連文献

連 絡 先

ぶるなび3: 小さくてもパワフルな引っ張られ感

雨宮 智浩 (Tomohiro Amemiya), 五味 裕章 (Hiroaki Gomi)   人間情報研究部 感覚運動研究グループ
E-mail： burunavi3{at}lab.ntt.co.jp ({at}の部分を@に置き換えてください)

Asymmetric oscillation induces clear kinesthetic illusion

29
～小型軽量の非対称振動装置による明瞭な牽引力錯覚の生成～
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これまでに人間の感覚・知覚の
非線形特性をうまく利用して、
あたかも手を引かれるような感
覚を作り出すことに成功しまし
たが、装置が大きいという問題
がありました。この展示では、
新しい機構によって従来の試作
機より9割以上サイズと重量を
小さくした装置を紹介します。

親指サイズの装置で、一方向に
すばやく、その反対方向にゆっ
くりと振動させることによって、
すばやく動かす方向に連続的に
引っ張られているように感じさ
せることに成功しました。この
成果は携帯端末やウェアラブル
機器との連携において不可欠な
ものです。

視覚や聴覚だけでなく、人間の
五感や身体を活用した情報技術
の確立を目指しています。従来
ではあまり考えられていなかっ
た、携帯端末における触覚情報
提示として、手を引っ張る携帯
電話や、手応えを与えるような
ゲームなどを実現できる可能性
があります。

1自由度

2自由度

250 g / 56x27x175 mm 19 g / 18x18x37 mm

260 g / Φ126x55 mm
42 g / 18x37x74 mm

「牽引力錯覚」を作るための装置の小型化

ぶるなび３の非対称振動パターン

正方向

反対方向

従来の試作機より小型軽量にもかかわらず
牽引感覚の効果に遜色なし

牽引力感の明瞭度の比較

装置と周波数をうまく組み合わせることで、
明瞭な「牽引感」を生み出すことを発見
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Clarity of Force Perception (Thurstone Paired Comparison)
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明瞭度スコア

ぶるなび１

ぶるなび２

ぶるなび３

力方向知覚における明瞭度の定量化 (サーストン対比較)


